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CES 2024『ALL ON』ツアーの
体感報告
CES 2024は1月9日 から の4日

間で世界から13万5,000人以上

が来場した。主催するConsumer 

Technology Association（CTA）

は「世界で最も強力なテクノロジー

イベントであり、画期的なテクノロ

ジーと世界的なイノベーターの実験場」と訴え、「テクノロジー全体を1つのイベントで紹介する唯一の見本市」と豪語する。それ

がイベント会場にあふれた“ALL ON”というコピーだった。

ニューメディアCES 2024ツアーから協力者のデジタルメディア評論家・麻倉怜士氏とフリージャーナリスト・西田宗千佳氏、ツ

アー参加者のプラネタリウム専門家である五藤光学研究所・明井英太郎氏に寄稿してもらい、編集部のレポートも掲載する。

2023年9月にオープン

　スフィアはMSG（The Madison Square Garden 

ラスベガス新名所「Sphere」
文：明井英太郎 株式会社五藤光学研究所

2023年9月、「Sphere」（スフィア）と呼ばれる巨大な球体

型アリーナがラスベガスに誕生した。CES 2024のニュー

メディアツアーの参加者であり、プラネタリウムやドーム

映像に詳しい明井英太郎氏にスフィアについて報告して

もらった。（編集部）

Company）のエンターテインメント部門の最高経営責任

者（CEO）であるジェームズ・ドーランが発案したとされる。

高さ366フィート（約112メートル）、幅516フィート（約157

メートル）。外殻は、約20cm（８インチ）間隔で約120万

個のLEDにより世界最大の約5.4万平方メートルを有す

る2Ｋの映像を表示している。内殻は約1.5万平方メートル

に約10mm（0.4インチ）間隔で配置されたLEDが解像度

16Kの全天映像を表示する巨大な球形アリーナであり、

収容人員は約1万7,000席（立席を含めると約2万席）。

総工費は約3,400億円とされている。

　外殻LEDには幾何学模様やイラスト、地球や月の模

様が次々に表示されるので、次にどんな映像を見られるか

とワクワクする。街頭のLEDビジョンの多くは正面からで

なければ見ることができないが、球体であれば360度どこ

からでも見ることができる。だから、人々の視線を釘付けに

し、いつもスフィアがどこにあるのか意識せざるを得なくな

る。これまでにない視覚体験を提供するスフィアは屋外広

告としても有力なアイテムになっている。

圧倒的なスケール感と没入感

　球形アリーナ内部は「東京ドームの外野席全体の上に

傾斜したドームを被せたような」イメージと言えば伝わるだろ

うか。4階席まであり、1階席はコンサート時のみ、通常は2

階～4階を使用している。ドーム映像は中心部（アリーナ


